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手を使っちゃだめヨノ

横川小学校で最後の運動会

ー

パン食い競走のとき「手を使っちゃだ

めヨノ」との声援が飛び， さわやかな笑

顔がグランドに広がっていきました。

横川小学校(室橋利夫校長，児童3人）

は，来春君田小学校への統合が決まり，

115年の伝統と歴史に幕を閉じることに

なりました。

今年，市内へ転校した児童などを含め

た約130人が参加一地域ぐるみで白熱

した最後の大運動会となりました。

〔9月18日旧)〕

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
震
う

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

＋
ま
‐
し
ょ
声
フ

ー
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
宏
フ 市

民
憲
章

7.…･ ･ ･ ･ ･オペラ「カルメン」でデビュ

ー（国井美香さん）

10～11･ ･通報を確実に，保健婦だより

「茨城の自然100選」

市議会だより，黄河流域の緑

化運動

主なもくじ
4～5

2～3“･65歳以上のお年寄り4,189人，
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九
月
の
敬
老
週
間
を
迎
え
、
市
内
の
各

地
で
敬
老
会
な
ど
、
お
年
寄
り
を
囲
む

65戯以上⑳翁年寄②

49nS③八(4月'日現在）

ベ’スト20 (年齢： 9月15日現在）

(敬称略）

順位 氏 名 生年月日 ｜ 年齢住所

市内各地で

さまざまな催し

11 内田カツノ 上手綱

大和町

93M28.2.10

M28.9.25

田
木々

水
塙
佐

キ ク

義雄

ゆ き

蛇
一
蛇

12

島名 M28.12.24

M29. 3． 1

喝

Ｍ 本m] 92

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
か
ら
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
二
、
八
○
三
人
に
敬
老
祝
品
、
八
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
六
八
九
人
に
敬
老

祝
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
を
祝
い
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
十
八
歳
以
上
の
一
三
二
人

に
は
、
市
長
が
自
宅
を
訪
問
し
直
接
長
露

寿
の
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま
し
た
。
披

市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
始↓

は
、
四
、
一
八
九
人
（
四
月
一
日
現
在
）
踊

で
，
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
二
一
三
人
麺

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木１ノ

老
人
福
祉
大
会
と
▼

三
世
代
の
集
い
芸
能
発
表
会

九
月
十
五
日
㈱
敬
老
の
日
の
こ
の

島名滝 う め

矢代ひろ

92M29.3 .1215

安良川 M29.5 . 5 蛇

蛇

16

後藤すて 大和町 M29.7.9

下手綱 M29.8．28

17

半澤つや 92岨

四 助友亀治 ｜ 安良川 M2999 92

丁

つ
ユー

ドーオ

ア 高浜町 92M29.9．10柴田
20

M2991091大森ナホ 上手綱

日
、
市
民
体
育
館
で
、
第
二
十
三
回
高

萩
市
老
人
福
祉
大
会
と
三
世
代
の
集
い

芸
能
発
表
会
が
、
約
八
百
人
の
参
加
で

開
か
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
大
会
で
は
、
功
労
者
表
彰

や
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰
、
高
齢
者
（
八
十

八
歳
到
達
者
）
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、

ま
す
ま
す
の
長
寿
を
願
い
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
軽
体
操
や
芸
能
発
表
な

ど
、
三
世
代
が
一
つ
の
会
場
に
集
い
、

歌
や
踊
り
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

ら
ん
」
心
う

し
た
。
ま
た
、
中
国
藺
州
市
か
ら
の
洋

裁
の
研
修
生
も
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

九
月
十
二
日
側
、
十
三
日
㈹
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
、
市
内
で
今
年
八
十
五

手
づ
く
り
の
座
布
団
を

プ
レ
ゼ
ン
ト ’

茨
城
の
豊
か
な
自
然
を
二
十
一
世
紀

に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ご
う

と
の
願
い
を
込
め
て
、
朝
日
新
聞
社
や

茨
城
県
、
㈱
森
林
文
化
協
会
、
茨
城
放

送
が
共
催
す
る
「
茨
城
の
自
然
一
○
○

選
」
の
候
補
地
二
九
二
か
所
が
決
ま
り

九
月
十
三
日
㈹
か
ら
、
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
し
た
。

高
萩
市
か
ら
は
、
次
の
十
か
所
が
候

補
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は

十
一
月
三
十
日
㈱
ま
で
で
、
一
人
何
か

所
で
も
何
枚
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

応
募
先
〒
三
一
○
水
戸
市
大
町
一
ノ

ニ
ノ
三
八
朝
日
新
聞
社
水
戸
支
局
「
茨

城
の
自
然
一
○
○
選
」
係

応
募
方
法
右
下
の
応
募
用
紙
、
ま
た

は
、
官
製
は
が
き
で
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
候
補
地
は
、
あ
く
ま
で
応
募

上
の
目
安
で
す
。
ぜ
ひ
残
し
た
い
自
然

が
あ
れ
ば
、
候
補
地
以
外
で
も
自
由
に

応
募
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
「
茨
城
の
自
然
一
○
○

選
」
事
務
局
金
○
二
九
二
’
二
六
’
七

一
ハ
ー
ハ
一
ハ
ヘ

十
一
月
三
十
日
㈱
が

締
め
切
り
で
す

何
か
所
で
も
旋
募
で
き
ま
す

「
茨
城
の
自
然
一
○
○
選
」

ー

市
内
か
ら

十
か
所
が
候
補
地
に

茨城の自然100選応募用紙一
一
二
大
北
渓
谷

大
北
川
の
約
四
ｍ
は
深
く
Ｖ
字
谷
と

な
り
、
落
葉
広
葉
樹
林
が
茂
り
、
イ
ワ

ヒ
バ
や
シ
ダ
類
が
豊
富
で
す
。

一
一
三
愛
林
記
念
の
森
下
君
田

「
柳
沢
地
区
に
あ
る
十
六
地
の
良
質
な

杉
、
ヒ
ノ
キ
を
後
世
に
残
し
て
欲
し
い
凶

と
の
地
元
の
要
望
に
こ
た
え
、
高
萩
営

林
署
が
伐
採
せ
ず
に
保
存
、
ミ
ズ
ナ
ラ

の
大
木
や
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
の
群
落
も
あ

り
ま
す
。

’
’
四
滝
の
倉
湿
原
上
君
田

標
高
約
七
○
○
ｍ
、
面
積
二
ｍ
の
高、

1枚につき1カ所に限ります1人何枚でも何カ所でも応募できます

●候補地番号 ●推薦地

［ 」

〒口、ローロロ
住
所

｜署 蔵| 舅女 |童’ ｜蔓｜
朝日新聞社茨城県

茨城放送財森林文化協会金
守ろう低いばら9

(応募用紙は，市役所商工課にあります｡）
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ー （一一一一一一」

口
めでとう100歳お 市内の高齢者

日
皿
釧
皿

〃

月
４

１
昭

８

企
０

２
４
５

一生，↑，●

申

■

■

生
ｗ
ｗ
岬
皿

所

町

戸

綱

能

Ⅱ禾

手

住
大
高
上

大

住所 年齢

101

氏 名

益子つね

泉 ま つ

順位

まつ
さん

戸）

泉
１

２

I

’
99／吉

Ⅷ可

I
▲竹内副知事が

お祝いに訪問 明治22年1月30日生 96齋藤かん

佐川富造

3

I

96

95

4

九
月
十
四
日
㈱
今
年
度
中
に
、
百

歳
に
到
達
す
る
泉
ま
つ
さ
ん
㈱
（
高
戸
）

の
自
宅
を
竹
内
副
知
事
が
訪
れ
、
内
閣

ほ
う

総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の
褒
状
と
記

念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
度
中
に
百
歳
に
到
達

す
る
県
内
の
十
九
人
の
代
表
と
し
て
、

竹
内
副
知
事
が
泉
さ
ん
宅
を
お
祝
い
に

訪
れ
た
も
の
で
す
。

泉
ま
つ
さ
ん
は
、
元
気
に
座
イ
ス
にはう

座
り
、
う
れ
し
そ
う
に
副
知
事
か
ら
褒

状
と
記
念
品
を
直
接
に
受
け
と
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
っ
さ
ん
は
、
毎
日
、
布
団
の
上
や

縁
側
な
ど
か
ら
庭
を
な
が
め
、
休
日
に

孫
や
ひ
孫
な
ど
が
来
る
の
を
と
て
も
楽

る
み

も
き

森
崎

大
時

５
６

M26.8.18

M26.12, 2

吉
向 戸

島名 94

庁』

６

東本町 M27.4.3 94大谷さ と

鈴木さ た M27. 9 .11 1 94古
向 戸8

I
下手綱 M27. 9 .20 93

束本町 M27.11.17 93

93

93

齋藤ナセ9
'一

内田ひて10

て ‘二 んしと酢きた派し｜

嬢曹rギ屋：蒼脅賞寡魯別
烈近M'享縣.程手：歩患剛

i ；凄乏I
灘ざ#鬘；鴬I

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

（

、

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

，

一

一

一

一

一

歳
に
な
っ
た
お
年
寄
り
五
十
二
人
に
、

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
手
づ

く
り
の
座
布
団
が
お
祝
い
に
贈
ら
れ
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
ち
九
月
九
日
㈲
、
老
人

い
こ
い
の
家
で
、
手
づ
く
り
の
座
布
団

づ
く
り
が
、
各
種
婦
人
団
体
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。己 ▲手づくりの座布団をプレゼント

①動植物の生態がよく保たれてい

る山，森林，渓谷，湖沼，河川，

海岸など。

②日本の植生からみて重要な自然

林，例えばブナ林など。

③昆虫や野島など小動物の生息地，

野草などの自生地として学術的

に貴重な自然

④渡り烏の中継基地となっている

森林，河川，湖沼，海岸

〆層
湿
原
、
コ
ケ
類
や
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
、
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
や
、
県
内

で
は
ま
れ
な
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
も
見
ら
れ
ま

す
。

た
つ
わ
れ
さ
ん

一
一
五
竪
破
山

標
高
六
五
八
ｍ
、
か
こ
う
岩
の
山
で
、

「
七
石
」
と
い
う
巨
石
が
散
在
、
山
頂

に
ブ
ナ
林
が
あ
り
ま
す
。

’
’
六
土
岳

標
高
五
九
九
ｍ
の
山
頂
は
草
原
で
、

ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
な
ど
の
チ
ョ
ウ

が
舞
い
、
山
ろ
く
は
コ
ナ
ラ
や
ウ
リ
ヵ

エ
デ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広
大
な
自
然
林
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
リ
ョ
ウ
ブ
の
大
木
も
あ

り
ま
す
。

’
一
七
花
貫
渓
谷

コ
ナ
ラ
や
カ
エ
デ
類
に
交
じ
り
カ
ゴ

ノ
キ
や
リ
ン
ボ
ク
が
自
生
、
津
智
岳
橋

を
中
心
と
し
た
五
加
の
流
れ
が
美
し
く
、

な
め
り

不
動
滝
、
名
馬
里
が
淵
な
ど
の
名
勝
地

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
メ
コ
マ
ッ
や

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
分
布
も
貴
重
で

寸一
′

○
d■■■■

八 ､マ

上
手
綱
の
ヒ
メ
コ
マ
ッ
群

鵡戟蒔確声標津 辨需群X蕊津奉軒X溶汰辨詫需辮

⑤文化史跡と豊かな自然に恵まれ

たところ。

⑥身近な都市公園，鎮守の森，散

策路，野鳥の森， 自然歩道な

ど。

⑦人の営みが自然の形態を作り出

した屋敷林，平地林など。

⑧地元では親しまれていなが

ら，広くは知られていない隠れ

た自然

⑨開発後でも，住民の努力など

で自然の復元が期待できるとこ

ろ、

谷
沿
い
の
山
中
に
、
減
り
つ
つ
あ
る

ヒ
メ
コ
マ
ッ
が
七
本
自
生
、
近
く
で
若

木
も
育
っ
て
い
ま
す
。

’
’
九
お
手
ま
き
記
念
の
森

昭
和
五
十
一
年
の
植
樹
祭
会
場
と
な

っ
た
二
五
随
の
森
林
公
園
、
ア
カ
マ
ッ

林
の
な
か
に
あ
り
、
ヒ
ト
ッ
ボ
ク
ロ
な

ど
の
野
草
も
見
ら
れ
ま
す
。

’
二
○
高
萩
台
地
の
屋
敷
森

市
東
部
の
標
高
三
十
か
ら
七
十
ｍ
の

台
地
に
広
が
る
東
西
四
ｍ
、
南
北
五
加

の
地
域
は
、
屋
敷
林
、
社
寺
林
が
良
く

発
達
し
て
お
り
、
ス
ダ
ジ
イ
や
ア
カ
ガ

シ
に
交
じ
り
、
オ
オ
ッ
ク
バ
ネ
ガ
シ
、

ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
巨
樹
も
見

ら
れ
ま
す
。
十
王
町
と
の
境
界
近
く
に
、

も
り
た
き

水
量
の
豊
富
な
わ
き
水
「
盛
滝
自
噴
水
」

が
あ
り
ま
す
。

’
二
一
高
戸
海
岸

太
平
洋
を
一
望
で
き
る
絶
壁
に
は
、

ハ
マ
ギ
ク
や
コ
ハ
マ
ギ
ク
が
張
り
付
い

て
生
育
し
て
い
ま
す
。
万
葉
集
の
「
手

綱
の
浜
Ｌ
の
歌
は
有
名
で
す
。
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昭
和
六
十
三
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
は
、
棚
谷
立
夫
氏
（
秋
山
二
四
四
番
地
）
、

定
例
会
は
、
九
月
七
日
㈱
に
開
会
し
十
石
榮
氏
（
本
町
三
丁
目
五
番
地
）
が

三
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
九
月
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
側
閉
会
し
ま
し
た
。
○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

９

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に
つ
い
て
は
、
大
平
喜
美
子
氏
（
本
町
四

関
す
る
も
の
二
件
、
報
告
に
関
す
る
も
丁
目
二
○
番
地
）
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

の
三
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
五
件
、
以
上
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
満
場

予
算
に
関
す
る
も
の
－
件
、
そ
の
他
二
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
〈
報
告
〉

れ
ま
し
た
。
○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

り
で
す
。
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
三
三
条

〈
人
事
〉
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
二

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
年
度
の
高
萩
霊
園
特
別
会
計
の
決
算
に

畦
一
員
一
三
員
一
一
二
菖
三
一
昼
一
一
三
画
’
三
届
一
三
岳
二
三
国
一
三
豊
一
一
項
二
三
画
三
国
巨
邑
二
富
三
一
昼
一
一
三
畳
二
二
富
一
三
一
薗
一
一
三
頁
二
三
当
一
二
国
一
三
一
■
一
一
三
国
一
一
一
画
一
三
言
三
一
一
雪
一
三
誉
三
一
蔓
一
一
三
男
二
一
量
一
三
国
三
一
言
一
三
一
頁
一
三
一
更
一
匡
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、
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、

》
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、
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、

謎
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、
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“

“

：

、

喝

、

“

鐘

郷

、

、

“

、

、

蝋

、

蜜

津

、

“

、

全
の
識
《
，
象
に
Ｆ
Ｊ
恥

塩

”

呵
市
剛

郵
〆
・
無
左
・
口
竈
＆
弓
鰯
乱
【
■
唖
識
切
藷
王
地
樺
》
一
一
《
い
識
ふ
い
；
、
。
”
＃
＆
“

卿
、
、
、
“

Ⅱ叩

Ⅱ

、

“

〆

必

』

萩

恥

左
Ｆ
口
》
手
口
考
》
目
》
》
ロ
ー
》
￥
》
Ｅ
口
↓
一
》
昼
Ｔ
Ｉ
》
一
斗
Ｌ
正
）
□
ロ
ロ
日
ロ
ー
口
稿
Ｊ
ロ
ー

叩
ⅡⅡ即Ⅱ

軍Ⅱ
“

西川
、
甑

叫
＆
㈱
か
鞍
”
界
共
一
萩
壬
の
器
平
兵
る
和
Ⅳ
牝

“
？
《
．
．
殿
：
…
Ⅳ
↑
《
唖
嶬
一
や
這
嘩
断
糠
鼬
口
》
碓
壺
■
昭
浄
壺
“
・
＆
Ⅷ

ｒ

Ｊ

“

串

〕

に

串

ご

串

＄

■

覇

Ⅱ

６

Ｊ

甑Ⅱ

覇

叩

杣

画

三
国
一
三
量
一
三
二
三
国
一
一
三
号
三
星
三
一
昌
二
更
三
唇
三
国
三
一
旨
三
一
蚤
一
一
三
■
三
員
三
関
三
国
三
一
国
三
一
員
三
岳
一
一
三
旨
一
三
暫
一
三
国
三
一
長
三
一
量
三
一
■
三
量
一
三
塁
言
豊
一
三
量
三
国
一
三
国
三
国
三
一
円
一
三
胃
一
利

市
議
会
だ
よ
り
？
Ｅ
〃
＆
～
九
月
～

第
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

（
捧
帳
嶬
葬
”
か
評
酎
榔
諦
唾
一
帽
か
統
廃
合
決
ま
る
）

（
）

つ
い
て
、
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の

で
す
。

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
以

上
二
件
は
、
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
六
十
二

年
度
の
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
議

会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で
す
。

〈
条
例
〉

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
財
政

事
情
を
考
慮
し
、
臨
時
的
措
置
と
し
て

減
額
支
給
し
て
い
る
期
末
手
当
の
支
給

額
を
本
条
の
規
定
に
戻
す
た
め
、
本
条

例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
の

障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
要
綱

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。

○
高
萩
市
霊
園
使
用
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢

の
動
向
等
を
考
慮
し
、
使
用
料
を
適
正

な
額
に
改
め
る
た
め
本
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

○
高
萩
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正
及
び
条
文
の
整

理
を
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
改
正

で
す
。

○
高
萩
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
立
横
川
小
学

校
の
在
籍
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
昭

和
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ

て
廃
止
し
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
高
萩
市
立
君
田
小
学
校
へ
統
合
す

る
こ
と
に
よ
る
本
条
例
の
一
部
改
正
で

す
。〈
予
算
〉

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
補
修
、
健
康

ま
つ
り
事
業
、
土
地
改
良
事
業
、
道
路

舗
装
工
事
、
小
中
学
校
施
設
修
繕
等
に

伴
う
補
正
予
算
で
す
。

〈
そ
の
他
〉

○
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て
は
、
高
萩
市
は
日
本
国
憲
法
の
恒

久
平
和
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
世
界
の

す
べ
て
の
国
に
対
し
核
兵
器
の
全
面
廃

絶
と
人
類
永
遠
の
平
和
を
希
求
し
、
「
核

兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
た

も
の
で
す
。

○
高
萩
市
立
松
岡
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事
請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て
は
、
給

排
水
衛
生
設
備
工
事
及
び
電
気
設
備
工

事
等
の
一
部
に
設
計
変
更
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
工
事
請
負
変
更
契
約
で
す
。

〈
｜
般
質
問
〉

○
高
浜
海
岸
の
浸
食
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

○
安
良
川
蛇
沼
地
域
の
増
水
対
策
に
つ

い
て

亨

○
情
報
公
開
の
制
度
化
に
つ
い
て

○
観
光
に
つ
い
て

○
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

○
店
舗
分
譲
に
つ
い
て
（
住
宅
公
社
）

〈
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〉

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
市
道
整
備
及
び
舗
装
に
関
す
る
陳
情

書○
市
道
路
（
市
道
一
○
一
号
線
）
の
一

部
拡
幅
に
つ
い
て
の
陳
情
書

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
陳
情
書

○
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
議
定
書
の
加

入
に
つ
い
て
の
請
願
言

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
学
校
事
務
職
貝
と
栄
養
職
員
の
「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
法
」
適
用
除
外
に

反
対
し
、
あ
わ
せ
て
既
に
除
外
さ
れ
た

経
費
の
復
元
を
求
め
る
請
願

○
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税

の
導
入
に
反
対
す
る
陳
情
書

〈
意
見
書
鬮
の
提
出
〉

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
意
見
耆
鬮
の

提
出
に
つ
い
て

○
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
追
加
議
定
書
の
加

入
に
つ
い
て
の
意
見
書
㈱
の
提
出
に
つ

い
て
以
上
二
件
は
、
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
・
日
程
等
は
議
会
事
務
局
へ
問

い
合
わ
せ
ノ
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
一
二
二
内
線
二
八
二

議
会
を
傍
聴
い
ま
し
よ
つ

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す

4



天

》
八
月
二
十
五
日
附
、
富
山
県
総
合
体

轟
育
セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
十
八
回
全
国
高

一
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
が
開
か
れ
、

》
佐
川
安
應
さ
ん
㈱
が
、
文
部
大
臣
か
ら

》
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

》
こ
の
賞
は
、
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

》
動
の
振
興
に
功
績
を
収
め
た
と
し
て
、

》
全
国
百
十
七
人
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
一

》

》
人
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

虻

《
佐
川
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

シ

串
高
萩
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
五
年
、
続
い

》
て
現
在
ま
で
会
長
と
、
茨
城
県
高
等
学

へ

浄
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
監
事
を
、
十
余
年
の

》
長
期
間
に
わ
た
り
務
め
て
い
ま
す
。

一
幽
蕊
嬢
蕊
溌
蕊

垂
演
会
等
を
実
施
す
る
な
ど
，
積
極
的
な

》
実
践
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

》
ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
市
議
会
議
員

》
に
当
選
以
来
、
現
在
も
地
域
相
互
連
携

》
の
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

》
め
ら
れ
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

鐸
も
勘
§
紛
胸
鬮
吻
も
い
＃
樹
§
似
を
も
、
＃
似
う
う
う
，
う
う
タ
タ
ゥ
も
る
も
入

灘溌撫穐撫“輔騨

全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
振
興
功
労
者

文
部
大
臣
特
別
表
彰

亀
蕊
灘
癖
識
鋳
鍵
譲

；
昨
鰹
￥
ぬ

鞄瀞
串

高萩高等学校PTA会長
やす まさ

佐川安應さん(大能）
<べ

酔

錫…
九
月
十
三
Ⅱ
㈱
、
高
萩
市
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
（
会
長
、
鈴
木
藤
太
）
が

主
催
す
る
〃
葛
の
花
の
観
察
会
“
が
行

わ
れ
、
何
会
此
な
ど
約
三
十
人
が
参
加

し
て
、
市
内
に
自
生
し
て
い
る
葛
の
よ

う
す
を
実
際
に
兇
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
全
国
で
、
鳥
取
大
学
の

名
誉
教
授
、
遠
山
正
瑛
先
生
の
呼
び
か

け
で
、
中
同
の
黄
河
流
域
を
葛
で
緑
化

し
、
日
中
友
好
に
役
立
て
よ
う
と
い
う

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
黄
河
流
域
の
緑
化
事
業
は
、
中

国
内
陸
部
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
基
点
と

い
わ
れ
る
闘
州
市
地
域
か
ら
、
は
じ
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
、
そ
の
蘭
州
巾
か

ら
洋
裁
の
研
修
生
十
一
人
が
滞
在
し
、

か
も
せ
い

し
か
も
今
年
六
川
に
は
、
何
茂
朧
蘭
州

中国

黄河流域の

緑化運動 ー
リ

▲葛の花の観察会を実施

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
同
市
政
府
経
済

技
術
交
流
団
が
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
萩
市
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
で
も
、
こ
の
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
、
十
一
月
中

ご
ろ
の
蔦
の
種
子
の
採
取
時
期
を
前
に

観
察
会
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

葛
は
、
秋
の
七
草
の
一
つ
で
も
あ
り

マ
メ
科
の
多
年
生
の
つ
る
で
、
日
本
全

土
に
自
生
、
家
畜
の
飼
料
な
ど
と
し
て

も
最
適
で
、
緑
化
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
海
水
浴
場
が
復
活
し
、

に
ぎ
わ
っ
た
高
萩
海
岸
も
、
秋
風
と
と

も
に
波
が
打
ち
寄
せ
る
音
だ
け
の
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

浜
辺
に
た
つ
と
、
四
季
折
々
の
海
の

表
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

高
萩
市
は
、
県
下
で
最
も
広
い
山
林

を
も
つ
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
太
平
洋

に
面
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
全
国
で

も
珍
ら
し
い
「
海
沿
い
の
森
林
都
市
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
「
高
萩
の
砂
」
は
質
の
良
い

海
辺
に
て

紅
２
蕗
昶
必
諜
未
委
冷

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
浜
辺
に
波
高
し

商
萩
巾
市
比
窓

市
民
の
み
な
さ
ん

葛
の
種
子
を
採
つ

び
か
け
て
い
ま
す

＊

※
詳
し
く
は
、

事
務
局
の
市
民

椚
勤
課
へ

盆
二
三
’
二

一
二
内
線
二

一
ハ
ー
ー

8

1

8 こ
と
で
有
名
で
、
水
道
施
設
の
ろ
過
砂

や
ゴ
ル
フ
場
の
バ
ン
カ
ー
用
の
砂
で
、

逆
に
「
砂
の
高
萩
」
な
ど
と
覚
え
ら
れ

め
人
く

て
い
て
、
面
食
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
ど
も
の
体
内
に
塩
分
の
あ
る
の
は
、

人
間
が
海
か
ら
生
ま
れ
た
証
拠
と
の
説

も
あ
り
ま
す
が
、
海
辺
は
心
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
、
人
に
落
ち
つ
き
や
や
す
ら

ぎ
と
と
も
に
、
限
り
な
い
希
望
を
与
え

て
く
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
高
萩
海
岸
は
文
字
通
り
白

砂
青
松
の
浜
辺
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
、
夏
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い

ば
う
・
っ
い
か
人

旅
館
も
高
戸
岬
の
蓬
莱
館
を
は
じ
め
、

数
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
後
、
松
林
が
市
街
地
に
変
わ
り
、

浸
食
を
防
ぐ
た
め
全
面
に
防
波
堤
が
つ

▼

一

く
ら
れ
ま
し
た
ｃ

市
民
生
沽
の
安
全
を
守
る
た
め
必
要

で
大
切
な
施
設
で
し
た
が
、
こ
の
た
め

人
と
海
と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、
安
全

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
遊
泳
禁
止
区
域

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
離
岸
堤
の
設
證
で
一
部
の

区
域
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
海
に
親
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
海
が
、
も

っ
と
安
全
に
楽
し
く
利
用
さ
れ
る
よ
う

そ
し
て
、
砂
の
美
し
い
高
萩
海
岸
に
、

市
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪

ね
て
く
る
よ
う
な
、
リ
ゾ
ー
ト
基
地
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
￥
診
一

一
℃

．
”
↑
一
一

1
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し叶いのひろば味
覚
の
秋梨
狩
り
を
楽
し
む

九
月
二
十
日
㈹
高
萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
呼
び
か
け
で
、
体
の
不
自
由

な
か
た
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

約
二
十
五
人
が
、
は
ま
な
す
号
で
常
陸

太
田
市
の
梨
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
家
の
中
で
過
ご
す

こ
と
が
多
い
体
の
不
自
由
な
か
た
が
た

に
、
味
覚
の
秋
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

｢／市民のひろばのコーナーは，みなさんの身近

則起こった話題や行事，声を紹介します◎何かあ

ましたら係までお寄せください。

ぐ錫て兼-""市震活動課広報広聴繰（壷23－211 1 ，内線262） /‘
したつづみ

▲おいしい梨に舌鼓

花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果

八
月
二
十
六
日
㈲
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
主
催
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
〃
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
〃
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

今
年
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
、
車
イ
ス
で
参
加
し
た
五
人
の

み
な
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た

に
取
り
た
て
の
梨
を
む
い
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

（
）

▲花買三差路のフラワ ロード

〃
花
と
ほ
う
き
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
〃

県
の
中
央
審
査
に
参
加

こ
の
な
か
か
ら
、
各
部
門
の
最
優
秀

賞
の
三
か
所
が
、
〃
花
と
ほ
う
き
の
環

境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
〃
の
県
北
地
方
審

査
を
受
け
た
結
果

た
団
体
は
三
十
二
団
体
で
、
花
の
苗
の

配
布
団
体
の
約
三
分
の
一
で
す
。

来
年
か
ら
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
結
果

○
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部

最
優
秀
賞
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ

○
学
校
の
部

最
優
秀
賞
東
小
学
校

優
秀
賞
高
萩
中
学
校

君
田
小
学
校

第
一
幼
稚
園

○
地
域
、
団
体
、

最
優
秀
賞
高
圭

優
秀
賞
花
暑

の
二
か
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受

け
、
県
の
中
央
審
査
に
参
加
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

○
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ
（
花
貫
三
差
路
）

○
東
小
学
校

（
花
貫
三
差
路
）

体
、
職
場
の
部

高
萩
長
寿
会

花
貫
長
寿
会

た
つ
ご
子
ど
も
会

大
和
町
子
ど
も
会
連
合
会

脳のアイデア料哩 「私のアイデア料理｣は，今回で

終わらせていただきます。

みなさんの家庭での食事を預か

る日々のなかでの工夫や，挑戦し

たお料理の数々，ありがとうござ
イ､キ｜ナー
し』ひしノ1－o

家族のためにと， 日々悪戦苦闘

して健康管理を考えている同じ立

場の読者をうなずかせたことと思

います。

ご愛読ありがとうございました。

、

マ

{ ｝小魚，野菜入しﾉ蒸しバン

食生活改善推進員

柴田君子さん(高萩）

「小魚は,体をつくる上で大切

なカルシウムですが，子どもた

ちはそのままだとあまり食べま

せん。

ためしに蒸しパンの材料にし

てみましたら，気にならずに喜

んで食べてくれました。

あまり時間がかからず， ある

もので作れますので， お料理好

きの小学5年生の孫とおしゃべ

りをしながら作っています』

＜材料＞8個分

･卵……………･ ･"･ ･…･

･牛乳………･ ･…･…“

●マーガリン……･…･ ‘

●小麦粉･…･ ･…･……･ ･

･砂糖･“…･……“…･ ･ ･

●ベーキングパゥダー

・しらす． ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･…･ ･…“

・人参（みじん切り）

●チーズ(5mm角) ･"

●ゆでグリンピース…

●工品･ ･ ･ ･ ･ '…. , ' ･……･ ･ ･ ･ ,

＜作り方＞

①よく解いた卵に，溶かしたマーガリンと牛乳を加

えて混ぜる。

②小麦粉，砂糖，ベーキングパウダーを混ぜ合わせ

（この時,小麦粉の袋に粉類を入れて泡立て器を使

うと良く混ざる｡）しらす， 人参，チーズ， グリン

ピースといっしょに①に入れて，へらでさっと混

ぜあわせる。

③ケーキカップに少なめに②を入れて蒸し器で15分

間蒸す。でき上がりは，倍ぐらいにふくらむ。

個
虻
ｇ
ｇ
ｇ
２
ｇ
ｇ
ｇ
プ
ュ
２

１
別
別
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別
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・
１
，
３
１
さ
叩
叫
卵
力
さ

唾
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大
一
一
睡
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「
念
願
の
イ
タ
リ
ア
留
学
が
か
な
い
、

オ
ペ
ラ
と
本
格
的
に
取
り
組
め
ま
す
〕

と
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
話
す
の
は
、

高
萩
市
春
日
町
冊
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
の

岡
井
美
香
さ
ん
で
す
。

阿
井
さ
ん
は
、
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
推
薦
を
受
け
て
試
験
に
合
格
、

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と
し
て
、
イ

タ
リ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ム
ジ
カ
私
立

脊
楽
学
校
に
、
十
川
か
ら
九
か
月
間
の

留
学
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
オ
ペ
ラ
発
生
の
地
、
イ
タ
リ
ア
の
風

土
に
実
際
に
ふ
れ
て
学
ぶ
こ
と
は
、
何

よ
り
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
声
の
美
し
さ
と
節
呵
し
の
滑

ら
か
さ
を
強
調
す
る
イ
タ
リ
ア
の
唱
法

（
Ｉ
ベ
ル
カ
ン
ト
）
を
学
ん
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
、
ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
の
歌

劇
場
で
、
本
場
の
オ
ペ
ラ
を
で
き
る
だ

か
て

け
観
劇
し
、
こ
れ
か
ら
の
糧
と
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
四
と
話
す
凹
井
さ
ん
、

留
学
に
向
け
て
の
意
欲
と
向
学
心
は
、

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
す
。

オ
ペ
ラ
は
、
百
人
以
上
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
合
唱
の
中
、
マ
イ
ク
無
し
で
大

観
衆
を
前
に
歌
い
な
が
ら
劇
的
演
技
を

す
る
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
特
徴
と

し
ま
す
。

そ
の
中
に
立
ち
、
敬
い
、
演
じ
、
大

オ
ペ
ラ
（
歌
劇
）
向
カ
ル
メ
ン
」
の
ｆ
■

〆
〆
印
ブ
ラ
ス
キ
ｉ
タ
役
で
デ
ビ
ュ
心

九
か
月
間
の
イ
タ
リ
ア
留
学
決
ま
る
／

観
衆
か
ら
の
拍
手
か
っ
さ
い
を
浴
び
る

喜
び
、
そ
の
感
動
は
何
も
の
に
も
か
え

が
た
い
そ
う
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
十
月
二
十
七
日
附
、
新

宿
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
カ
ル
メ
ン
」

（
伽
二
期
会
オ
ペ
ラ
振
興
会
主
催
）
が
上

演
さ
れ
、
脚
井
さ
ん
も
難
役
と
言
わ
れ

る
フ
ラ
ス
キ
ー
タ
の
役
に
抜
て
き
さ
れ

二
期
会
の
オ
ペ
ラ
で
デ
ビ
ュ
ー
の
栄
を

手
に
し
ま
し
た
。

「
念
願
の
イ
タ
リ
ア
留
学
、
そ
し
て
、

忠
わ
ぬ
大
役
を
い
た
だ
き
ラ
ヅ
キ
ー
で

す
酉
と
、
留
学
準
備
と
舞
台
げ
い
こ
に

忙
し
い
毎
Ｈ
を
送
る
国
井
さ
ん
で
す
。

高
萩
中
学
時
代
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で

ホ
ル
ン
を
吹
き
青
楽
へ
興
味
を
持
ち
、

Ⅲ
立
二
商
二
年
の
秋
、
先
生
が
た
に
勅 蝋

ｰ

め
ら
れ
、
週
一
Ⅲ
東
京
へ
声
楽
の
レ
ッ

ス
ン
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
へ
進
み
、

東
京
音
楽
大
学
研
究
科
在
籍
と
同
時
に
、

二
期
会
オ
ペ
ラ
ス
タ
ジ
オ
研
修
生
と
し

て
学
び
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
、
同
研

修
生
終
了
時
に
は
、
優
秀
賞
を
受
け
て

の
卒
業
、
同
年
四
月
に
は
、
二
期
会
の

会
員
と
な
る
な
ど
秀
で
た
才
能
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

高
萩
文
化
会
館
で
も
、
昭
和
六
十
年

十
月
、
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、

今
年
七
月
、
コ
ン
セ
ー
ル
ム
ジ
力
高
萩

演
奏
会
で
も
美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
を
披
露

し
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
に
、
も
っ
と
オ
ペ
ラ
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ
に

文
化
史
へ
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
〕
と
話
す
川
井
さ
ん
も
、
一
時
は

プ
ロ
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
、

自
己
か
っ
と
う
が
生
じ
、
荷
物
を
ま
と

め
て
帰
郷
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
（

し
か
し
、
や
は
り
オ
ペ
ラ
が
好
き
で

東
京
へ
戻
り
、
今
で
は
迷
わ
ず
こ
の
道

を
歩
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
私
は
、
た
と
え
れ
ば
長
距
離
ラ
ン
ナ

ー
で
す
。
あ
き
ら
め
ず
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
を
満
た
す
た
め
に
も
、
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
凶
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
オ
ペ
ラ
を
支
え
る
若
手

の
一
人
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
国

井
さ
ん
、
心
か
ら
惜
し
み
な
い
声
援
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。

「
和
紙
の
独
特
の
優
雅
な
色
彩
、
地
合

い
を
生
か
せ
る
よ
う
に
」
と
＄
講
師
鈴

木
ミ
ツ
エ
先
生
を
迎
え
て
の
家
庭
教
育

学
級
の
一
つ
、
和
紙
人
形
づ
く
り
が
、

九
月
十
六
日
燭
、
東
幼
稚
園
で
行
わ
れ
、

二
十
六
人
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り

～
み
な
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
～

受
け
付
け
し
ま
す
。

第
十
一
回
公
民
館
ま
つ
り

壷
二
三
’
一
二
一
五

と
き
十
月
二
Ｈ
二
叩
岬
一
尹
日
間

４
公
民
館
ま
つ
り
の
出
品
作
品
づ
く
り
（
陶
芸
教
室

午
前
九
時
～
午
後
四
時

（
た
だ
し
、
二
十
三
日
発
表

の
部
は
午
後
三
時
ま
で
。
）

と
こ
ろ
中
央
公
民
節
、
市
民
体
行
節

催
し
も
の
展
示
・
バ
ザ
ー
の
部
、
発

表
の
部
、
日
用
品
即
売
会
、

食
堂
の
部

※
家
庭
で
使
わ
ず
に
、
不
用
に
な
っ
て

い
る
Ⅱ
川
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
Ⅱ

用
品
即
売
に
ど
う
ぞ
。
中
央
公
民
館
で

和
紙
人
形
づ
く
り

中
央
公
民
館
家
庭
教
育
学
級

▲熱心に和紙人形づくり

ま
し
た
。

小
さ
な
和
紙
片
を
慎
重
に
扱
う
お
母

さ
ん
た
ち
、
育
児
や
家
庭
の
話
し
を
し

な
が
ら
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

つ
の
か
く
し

「
花
嫁
人
形
に
日
本
髪
を
結
い
、
角
隠

を
つ
け
て
ゆ
く
の
が
難
し
い
で
す
ね
。

作
っ
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
の
結
婚

式
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

娘
た
ち
も
、
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
に

成
長
し
て
欲
し
い
で
す
ね
』

伊藤ミサ子さん(有明町）

玲子ちゃん(三女）

7
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鍵

己
浄
が
巾

藤 九
月
二
日
患
文
化
会
館
で
、
Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
関
東
支
部
茨
城
地
区
主
催
の

Ｑ
Ｃ
（
仕
事
の
質
の
向
上
）
サ
ー
ク
ル

躍
進
大
会
が
、
約
百
三
十
社
、
八
百
三

十
人
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル

体
験
談
の
発
表

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
躍
進
大
会

虜

曇驫皇』ざ ？ ■J－熱
自作自演／

華やかなファッションショー

の
質
を
高
め

新
た
な
時
代

に
は
ば
た
こ

う
」
で
、
一
両

萩
市
か
ら
は
、

生
化
学
工
業

㈱
高
萩
工
場

や
㈱
大
心
苑

の
体
験
談
発

表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
Ⅱ
㈹
文
化
会
館

で
、
高
萩
高
校
や
茨
城
県
洋

裁
高
等
職
業
訓
練
校
に
入
校

中
の
中
国
か
ら
の
洋
裁
の
研

修
生
な
ど
が
参
加
し
て
、
自

作
自
演
の
華
や
か
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。デ
ザ
イ
ン
か
ら
縫
製
ま
で

自
分
で
作
っ
た
服
を
着
て
、

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、
カ
ラ

フ
ル
な
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る

作
岫
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
四
Ⅱ
㈹
市

営
野
球
場
で
、
七
十

五
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
第
十
六
回
高
萩

市
長
杯
争
奪
戦
式
野

球
大
会
の
開
会
式
が

開
か
れ
、
決
勝
戦
を

め
ざ
し
て
熱
戦
の
火

ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し

た
。

市長杯争奪

軟式野球大会が

開幕／

（
）

』
望 蕊

…

九
月
四
日
㈹
文
化
会

館
で
、
高
萩
市
舞
踊
交
流

会
主
催
の
第
二
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
〃
歌
と
踊
り
の
楽
し

い
集
い
〃
が
、
約
三
百
人
の

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加

で
朧
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

第2回

チャリティ

歌と踊りの

楽しい集い

彰

九
月
十
一
日
脚
市
民
体
育

餅
で
、
第
二
十
一
川
高
萩
市
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
、
十
一
チ
ー
ム
約
百
三

十
人
が
参
加
し
て
、
日
ご
ろ
鍛

え
た
技
を
競
い
ま
し
た
。

（
成
績
）

優
勝
高
中
Ｏ
Ｇ
チ
ー
ム

準
優
勝
フ
レ
ン
ズ
チ
ー
ム

第
三
位
島
名
チ
ー
ム

第
二
十
一
回

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

九
月
十
六
日
囹
前
日
の
台
風
十
八
号
の
強
い

風
に
あ
お
ら
れ
、
傷
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
野
鳥
「
カ

ワ
セ
ミ
」
を
、
高
萩
中
学
校
の
先
生
や
生
徒
た
ち

が
保
護
し
、
手
厚
い
介
護
を
し
ま
し
た
。

一
時
、
元
気
を
取
り
戻
し
、
生
徒
た
ち
も
放
鳥

し
よ
う
と
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

生
徒
た
ち
も
放
鳥

た
が
、
残
念
な
が

傷
つ
い
た
「
カ
ワ
セ
ミ
」
を
保
簔
８

蔦

I

》
ら
そ
の
介
護
に

一
も
か
か
わ
ら
ず
、

》
つ
い
に
実
現
す

つ
い
に
実
現
す

る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
、

鐸

』



県
内
か
ら
七
十
チ
ー
ム
が
参
加

第
十
三
回
茨
城
県

お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
月
十
五
日
嗣
、
二
十
三
日
鯛
の
両

日
、
第
十
三
回
茨
城
県
お
父
さ
ん
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
県
内
か
ら
七
十
チ

ー
ム
、
約
一
、
四
○
○
人
が
参
加
し
て
、

高
浜
連
動
広
場
な
ど
市
内
の
各
会
場
で

開
催
さ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

な
お
、
準
決
勝
、
決
勝
は
、
九
月
二

十
五
日
㈲
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
、
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）

に
順
延
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
七
日
出
文
化
会
館
で
、
交

響
楽
団
新
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

（
四
十
五
人
編
成
、
指
揮
い
わ
く
ぼ
さ

さ
を
）
の
「
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

応
募
し
た
人
の
な
か
か
ら
抽
選
で
招

待
さ
れ
た
百
人
の
招
待
者
を
含
む
、
約

七
百
人
が
、
楽
し
い
夕
べ
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
た
ク
ラ
シ

ヅ
ク
五
曲
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
九
曲
、
そ
れ

に
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
七
つ
の
子
」
、
「
チ

ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
な
ど
、
合
計
十

六
曲
が
演
奏
さ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
大

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 ）

リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

新
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
’

宝

蕊蕊
軽鐸

ノ
〃
一
ノ
／

Ⅵ
一
ノ
ー

壷
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九
月
二
十
一
日
㈱
高
萩
警
察
署
前

で
、
こ
の
日
か
ら
三
十
日
鰯
ま
で
の
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
無
事

故
を
願
い
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会

が
主
催
す
る
服
装
点
検
や
祈
願
祭
、
二

十
四
時
間
の
街
頭
監
視
活
動
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

無
事
故
を
願
い

街
頭
監
視
活
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ま
ち
を
再
認
識

手
づ
く
り
の

「
高
萩
か
る
た

㈱
高
萩
青
年
会
議
所
（
岩
本
容
和
理

事
長
）
が
、
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し

て
、
高
萩
と
十
王
地
区
の
自
然
や
歴
史
、

文
化
、
そ
し
て
青
年
会
議
所
の
運
動
を

ま
と
め
読
ん
だ
「
高
萩
か
る
た
」
を
千

セ
ッ
ト
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
萩
・
十
王
の
ま
ち
を
再

認
識
し
、
こ
の
か
る
た
を
通
じ
て
ま
ち

の
自
然
や
歴
史
、
文
化
等
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
か
る
た
は
、
七
月
十
七
日
側
の

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
出
席
者
や
、

高
萩
。
十
王
の
小
・
中
学
校
、
各
協
力

機
関
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
高
萩
か
る
た
」
と
そ
の
写
真

を
、
十
月
十
七
日
㈲
か
ら
三
十
一
日
側

ま
で
、
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
ロ
ビ
ー
に

ー

石
一
串
串
》
串
串
串
晶
貼
》
｝
叫
串
砧
弔
い
Ⅷ
ヤ
ヂ
弔
い
Ｆ
離
蹄
蜘
踊
踊
叱
屯
貼
牛
叱
叱
叱
幸
第
十
回

冠
高
萩
ブ
イ
オ
邸
ズ
ク
毒
ブ
＆
＆
垂

ぎ
い
チ
ャ
リ
テ
鄙
、
ゴ
ル
フ
大
会
へ
一

《
貼
》
》
、
耗
串

一
と
き
十
月
二
十
甘
附
狐

》
と
こ
ろ
嵩
萩
カ
ン
ト
リ
ー
窪
ラ
ブ
Ⅷ
一
目
的
ア
イ
バ
ン
ク
基
金
刊
社
会
福
ご

柾
寄
贈
の
た
め
岬

》
姿
費
》
三
、
○
○
○
円
戎
”

罰
募
集
人
員
’
一
五
○
人
〆

寺溌込期間魂十月渉日側霞簿〉、雪一※詳しくは、常陽銀行高萩支店内担了高萩ライオンズ〃ラブ事務局へ一℃ふ

串
串
貼
貼
貼
串
串
》
串
串
串
貼
『
串
串
こ
串
咋
ｆ
〉
貼
蜂
唾
》
甲
《
貼
晶
串
串
討
貼
出
（
》
貼
鍔
貼
串
》
怜
卦
一
Ｆ
一
露
恥
さ
二
二
１
二
○
六
四
（
月
、
火
、
金
、
参
《

一
睡
郵
雄
嗜
》
吋
鍛
い
計
、
趨
匡
耐
灘
！
＃
ｉ
唾
０

展
示
し
、
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
か
る
た
は
、
通
常
の
か
る
た
に

「
ん
」
を
加
え
た
四
十
五
枚
の
カ
ラ
ー

絵
札
で
、
読
み
札
の

②
昨
む
れ
ば
山
あ
い
に
海
花
貫
ダ
ム

②
万
葉
の
昔
を
語
る
さ
さ
き
が
浜

な
ど
、
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の
手
づ
く

り
で
す
。

「
今
後
は
、
冬
の
催
し
も
の
な
ど
に
こ

の
か
る
た
を
活
用
し
て
ゆ
き
た
い
】
と
、

会
議
所
の
活
発
な
動
き
も
み
せ
て
い
ま

す
。

「
高
萩
か
る
た
」
を
希
望
す
る
声
も

出
て
い
る
た
め
、
近
々
市
販
も
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。



昨
年
、
二
九
番
の
日
（
十
一
月
九

日
）
が
設
定
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
的
確
な
通
報
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
右
図
の
よ
う
な
通
報

昭和62年(1月から12月)の

火災・救急件数
（高萩市・十王町）

通
報
を
確
実
に

〃
火
災
と
救
急
″
の
通
報
用

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布

▼火災種別

問い合わせは誕暫識捌○火災出動件数17件

住所

名前

舌
一
三
口

奉
宅

目標

高萩市･十王町事務組合消防本部

用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
各
家
庭
に
配
布
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
手
数
で
も
、
必
要
事
項
を
油
性
マ

ジ
ッ
ク
（
ネ
ー
ム
ペ
ン
等
）
で
記
入
し
、

電
話
機
付
近
に
貼
り
、
通
報
を
よ
り
一

層
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

最
近
、
い
た
ず
ら
の
一
一
九
番
通
報

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
場
合
、
通
話
中
と
な

り
迅
速
な
対
応
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

い
た
ず
ら
電
話
を
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
一
九
番
は
緊
急
用
の
電
話

’
’
九
番
は
緊
急
用
の
電
話

▼火災原因（
）

九
月
九
日
㈱
救
急
の
日
の
こ
の
日
、

山
之
内
製
薬
㈱
か
ら
救
急
自
動
車
一
台

が
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
へ
寄

山
之
内
製
薬
㈱
か
ら

救
急
自
動
車
が
寄
贈

で
す
。病
院
等
の
案
内
、
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
高
萩
消
防
署
ｓ
二
二
’
二
二

五
八
へ
か
け
て
く
だ
さ
い
。

索
灘癖
鍔
州
Ⅷ
珊
砒
別
１
叩
祁
僻
郡
碓
秘
喝

雲い
ぼ
… 熱

…

蕊遥
識

贈
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
に

よ
り
、
救

急
活
動
の

機
動
力
が

さ
ら
に
ア

ヅ
プ
さ
れ

ま
す
。▼救急種別

○救急出場件数783件

九
月
十
日
出
北
茨
城
市
磯
原
町
サ

ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
で
、
三
市
一
町

の
消
防
団
員
に
よ
る
第
三
十
九
回
茨
城

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
日
立
地
区

大
会
が
開
か
れ
、
高
萩
市
か
ら
第
一
分

団
、
第
七
分
団
が
出
場
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

消防ポンプ操法大会（第1 ･第7分団が出場）

障
害
者
（
障
害
程
度
一
級
か
ら
四
級
）
、

ま
た
は
、
障
害
者
と
同
居
す
る
世
帯
に

障
害
者
の
専
用
居
室
等
を
増
・
改
築
す

る
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
限
度
額
二
百
二
万
円

利
率
三
％

償
還
期
限
十
年
以
内

申
込
期
日
十
月
三
十
一
日
側
ま
で

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ

盆
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
三

こ
の
制
度
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

の
保
護
者
が
、
病
気
等
の
理
由
（
私
的

理
由
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
家
庭
で
介
護

が
で
き
な
い
場
合
、
重
度
の
身
体
障
害

者
を
一
時
的
に
市
内
の
施
設
に
保
護
す

る
も
の
で
す
。

身
体
障
害
者
の
要
件
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
ま
た
は
、
二
級
を
持
っ
て

い
る
十
八
歳
以
上
の
か
た
（
内
部

障
害
者
は
除
く
。
）

保
護
期
間
七
日
以
内

施
設
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

「
愛
正
園
」
（
安
良
川
）

費
用
保
護
理
由
等
に
よ
り
、
一
部

ま
た
は
、
全
部
負
担

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ

丑
二
三

一
二
一
一
内
線
三
五
三

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

短
期
保
護
制
度

障
害
者
在
宅
整
備
資
金
員
付
制
度

10



｜
ぺ
〕
な
ん
て
い
う
こ
ど
は
、
聞
い
だ
ご
「
柿
も
ぎ
り
」
は
、
嫁
さ
ん
が
お
尻
を
し
写
真
は

一
ど
は
あ
っ
た
け
ど
。
ま
く
っ
て
屈
を
す
る
と
、
柿
が
バ
ラ
バ
「
ぶ
て
ぶ
て
」
の
話
が
伝
わ
っ
た
一

一
ま
た
、
「
だ
れ
だ
れ
展
」
は
、
つ
ぎ
ラ
と
落
ち
る
の
で
、
た
い
へ
ん
か
わ
い
上
手
綱
の
集
落

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

－－－L ■ ｢ー－－－－ 】 P 】 【 可

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
創
劉
別
劉
削
Ｉ
Ｉ
Ｊ

の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

｜
弛
癖
一
灌
這
者
直
穆
ｉ
Ｉ
！
…
Ｉ
！
’

ダ
レ

「
ぶ
て
ぶ
て
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

語
ら
れ
て
い
る
。

お
お
べ

泥
棒
に
入
っ
た
ら
ば
、
寝
で
で
大
屈

た

た

放
れ
る
人
が
、
「
ブ
テ
ブ
テ
」
っ
て
放

お
れ

つ
ち
や
ら
、
「
あ
あ
、
俺
の
ご
と
鑿
て

い
ふ鑿
て
っ
て
言
う
が
ら
、
鑿
だ
れ
ね
え
今

の
う
ぢ
、
鑿
だ
ん
に
え
う
ぢ
に
逃
げ
っ

最
近
、
腰
痛
に
悩
む
人
が
増
え
て
い

ま
す
。多
く
の
腰
痛
の
原
因
に
は
、
腰
に
負

担
を
か
け
る
姿
勢
や
動
作
、
腰
を
支
え

る
筋
力
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。

瞬
間
的
に
激
し
い
腰
の
痛
み
に
お
そ

わ
れ
た
と
き
の
応
急
処
置
と
し
て
は
、

あ
る
日
、
突
然

腰
痛
に
な
っ
た
と
き

高萩の昔話と

民俗

☆
窃
勗
ａ
で
ず
か
個
圏
園
画
ず
☆

｢へっびり嫁」

（2）

志田 諄

」
っ
て
言
い
言
い
し
ん
だ
と
。
そ

ん
で
、
そ
ん
な
に
お
な
ら
ば
っ
か
り
出

に
ん
じ
ん
せ
ん

ん
の
で
、
人
参
で
栓
さ
れ
で
、
蔵
の
中

さ
寝
せ
ら
れ
で
ね
。
そ
の
と
ぎ
、
蔵
さ

泥
棒
が
入
っ
た
ん
だ
と
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
と
ぎ
、
栓
が
ぷ
ん
抜
げ
て
、
「
グ
レ

ー
」
っ
て
、
鳴
っ
て
。
た
ま
げ
で
、
そ

の
泥
棒
が
、
こ
ん
な
に
大
き
な
荷
物
し

よ
っ
て
だ
ん
だ
げ
ど
、
腰
抜
が
し
て
捕

ま
っ
た
っ
ち
ゅ
う
話
だ
。

つ
ぎ
に
共
通
す
る
要
素
は
、
も
ら
っ

ま
き

た
嫁
が
屈
で
柿
を
落
と
し
た
り
、
薪
を

運
ん
だ
り
、
大
根
を
抜
い
た
り
す
る
と

い
う
話
で
あ
る
。
「
屈
の
口
止
め
ろ
」
と

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

〃
ふ
と
ん
は
か
た
め
の
も
の
で
、
エ
ビ

０
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｇ
Ｃ

の
よ
う
に
腰
を
丸
め
て
安
静
に
寝
る
旭

こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
再
発
、
慢
性
化
を
防
ぐ
た

め
に
、
原
則
と
し
て
は
痛
み
が
す
っ
か

り
と
れ
、
医
師
が
だ
い
じ
よ
う
ぶ
と
認

め
る
ま
で
安
静
を
続
け
、
い
い
か
げ
ん

な
自
己
診
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

腰
痛
体
操

そ
れ
で
は
、
下
の
絵
の
よ
う
に
腰
痛

ー

予
防
の
た
め
に
、
職
場
や
家
族
で
い
つ

で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。
硬
く
な
っ
た
背
の
動
き
を
良
く
し
、

縮
ん
だ
筋
肉
を
伸
ば
し
姿
勢
を
良
く
し

ま
す
。み
な
さ
ん
、
今
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

①

そりかえり

－■■■■■■■ h■■■■■■_－－－－■■■■■■■ Ⅱ■■■■■■ q■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■ I■■■■■■

③

足かかえ

確
か
め
よ
う

あ
な
た
の
か
ら
だ
は
？
歳

と
き
十
月
十
五
日
出

午
前
十
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

内
容
○
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

体
力
測
定
、
各
種
健
康
相
談

（
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

お
と
摩

師
等
）
、
大
人
と
子
ど
も
の
歯

み
が
き
指
導
、
保
険
と
年
金

の
相
談
、
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
お
に
ぎ
り
な
ど

○
記
念
講
演
（
午
後
二
時
三
十
分
）

筑
波
大
学
名
誉
教
授

④

腕くんでおじぎ

②

へそのぞき

謬舞舞露

謬謬謬露

ー

と
き
十
月
二
十
九
日
出
、
三
十
日

日
午
前
九
時
か
ら

※
優
勝
決
定
は
三
十
日
⑧

と
こ
ろ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
美
鳳

（
旧
北
茨
城
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）

※
詳
し
く
は
、
磯
原
節
全
国
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
北
茨
城
市
役
所
商
工

観
光
課
）
へ

念
四
三
’
一
二
一
内
線
三
六
二

枯
れ
草
等
の
除
去

消
防
署
で
は
、
例
年
多
い
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
や
、
子
ど
も
た
ち
の
火
遊
び

に
よ
る
人
家
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た

め
、
家
屋
周
辺
の
枯
れ
草
等
の
除
去
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
、
消
防
署
（
警
防
係
）
に

ご
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

念
二
二
’
二
二
五
八

藤
原
喜
久
夫
先
生

※
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
者
や
総
合
評
価
で
優
秀
な
か

た
に
は
、
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
＄
衛
生
課
へ

合
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
六
三

＊
＊
＊

第1回磯原節全国大会

北茨城市
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霊
園
の
所
在
地
高
萩
市
大
字
赤
浜
字

大
久
保
三
六
四
の
九
番
地

募
集
区
画
日
本
式
四
十
六
区
画

使
用
料
二
○
○
、
○
○
○
円

管
理
料
二
年
間
）
三
、
○
○
○
円

応
募
資
格
現
在
使
用
し
て
い
る
墓
地

が
な
く
、
埋
蔵
す
る
お
骨
が

あ
る
か
た
で
、
市
内
に
居
住

の
か
た
・

申
込
期
間
十
月
二
十
四
日
㈲
か
ら
十

一
月
二
十
四
日
嗣
ま
で
に
、

衛
生
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
○

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
盆
二
三
’
一
二

二
内
線
三
六
二
へ
ど
う
ぞ

紅
葉
の
美
し
い
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通

信
所
内
で
、
写
生
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
十
月
三
十
日
㈲
（
雨
天
の
場

合
は
十
一
月
三
日
附
）

と
こ
ろ
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
内

市
営
高
萩
第
二
霊
園
の
日
本
式
墓
地

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
地
の
霊
園
内
の
区
画
表
示
石
板
で

使
用
区
画
を
確
認
し
て
選
ん
で
く
だ
さ

い
○秋

の
写
生
会
の
開
催

Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

霊
園
使
用
者
の
募
集

内
容
所
内
の
写
生

対
象
者
市
内
の
小
・
中
学
生

申
込
先
当
日
午
前
九
時
半
か
ら
十
時

ま
で
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星

通
信
所
警
備
室
へ

そ
の
他
優
秀
作
品
に
は
賞
品
（
今
年

度
の
産
業
祭
Ｋ
Ｄ
Ｄ
コ
ー
ナ

ー
に
展
示
）
、
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信

所
広
報
課
へ
笠
二
三
’
二
三
二

茨
城
県
立
北
茨
城
養
護
学
校
は
、
開

校
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
本
校
の
児
童
、
生
徒
た
ち
が
心
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
は
か
れ
る
よ
う
な
楽
し

く
て
、
明
る
い
校
歌
の
歌
詞
を
募
集
し

ま
す
。
多
く
の
か
た
が
た
の
ご
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

や
さ
し
く
て
、
明
る
い
歌
訶
を
一
番

か
ら
二
番
ま
で
（
ま
た
は
、
三
番
ま
で
、

養
護
学
校
の
児
童
、
生
徒
む
き
に
。
）

○
締
め
切
り
十
一
月
十
五
日
㈹
ま
で

○
応
募
先
一
工
一
美
’
五
北
茨
城
市
中

郷
町
小
野
矢
指
一
、
六
五
七

茨
城
県
立
北
茨
城
養
護
学
校

※
採
用
者
に
は
、
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
茨
城
県
立
北
茨
城

養
護
学
校
へ
盆
四
三
’
二
六
二
二

校
歌
の
歌
詞
募
集

茨
城
県
立
北
茨
城
養
護
学
校

（

）

補
装
具
巡
回
相
談

午
前
九
時
～
正
午

○
高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー

十
月
二
十
八
日
闇
（
補
聴
器
を
含
む
。
）

十
一
月
二
十
五
日
㈱

十
二
月
二
十
三
日
陶

○
北
茨
城
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
月
二
十
七
日
㈱
（
補
聴
器
を
含
む
。
）

二
月
二
十
四
日
㈱

三
月
三
十
一
日
闇

自
動
車
は
正
し
く
害
課
し
ま
し
ょ
う

使
用
し
て
い
な
い
車
や
、
他
人
に
譲

っ
て
し
ま
っ
た
車
は
、
陸
運
支
局
で
ま

つ
消
手
続
き
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を

‐
し
主
よ
し
よ
』
っ
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
自

動
車
税
が
い
つ
ま
で
も
登
録
名
義
人
に

課
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
高
萩
県
税
事
務
所
ｌ

壷
二
二
’
二
○
一
九

一三一茨城県最低賃金を改正一

" 1hi掴Ⅷ3ｩ轍:77円ｫ｡毎
ﾛ 』 "榊琿趣:郷礎職"卜ITfi)

.安← ::､灘: 『 ､ ､翰 ､､ : ､. ､ " " ､ ､ .､『鐘' :‘ ,

1時間 &460円室謙

1を ： ミ ざぅI言､ 壷§

昭和“蕊10月5蕊鋼から漂麓 ’
詳しくは，茨城労働基準局賃金課へ

□ 窓: (0292）24＝：6215

親
子
ぬ
い
ぐ
る
み

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

と
き
十
月
二
十
九
日
出

午
後
二
時
～

入
場
料
一
、
○
○
○
円

お
’
二
な

（
大
人
、
子
ど
も
同
額
）

入
場
券
発
売
中

入
場
券
発
売
中

出
演
者
岡
田
茉
莉
子
ほ
か

と
き
十
月
十
六
日
⑪

午
後
二
時
開
演

入
場
料
Ｓ
席
三
、
○
○
○
円

Ａ
席
二
、
八
○
○
円

（
当
日
、
各
五
○
○
円
増
）

蕊鍵議
#
朝

#修
羅
の
流
し
て

驚

砕

斗

撚

●
し
ゆ
ト
ヮ

ー 葬
承
聯
甥
輔

糞
化
含
晦
も
主
お
し
も
⑳

＊
＊

熟”草織

撚蕊蕊蕊蕊繍繍鷲蕊慧驚駕徽驚霧蕊議ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

文
化
会
館
で
は
、
昭
和
六
十
四
年
度

の
催
し
も
の
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
中

で
す
。お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
か
た
ま

で
、
幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
催
し
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
文
化
会
館
へ

壷
二
三
’
七
四
一
一

★
★
★
★
★
★
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
耆
店
、
深
谷
耆
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
烏
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館
（
ａ
二
三
’
七
四
一
二
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年金手帳は，豐かな老後へのパスポート

～国民年金はあなたの年金です～

一
般
展
示
（
十
一
月
三
日
嗣
～
六
日
⑧
）

○
文
化
会
館

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
写
真
、
川
柳
、

さ
つ
き

美
術
、
皐
月
の
展
示

○
中
央
公
民
館

盆
栽
、
編
物
、
革
工
芸
、
七
宝
焼
、

華
道
の
展
示

発
表
会
（
文
化
会
館
）

十
一
月
三
日
㈱

文
化
祭
の
開
催
日
程

人生80年時代に

日本は，諸外国にも例をみない速さで長寿社会を迎えようとして

います。

平均寿命は，人生80年といわれるまでに伸び，一人ひとりが長い

老後に直面することになります。

世代間の助け合い

公的年金制度は，だれもが豊かで有意義な老後をすごすために，

所得確保の面で大きな役割を担っています。

そして，人口の高齢化が進むなかで，働く世代が老齢世代を支え

る相互扶助のしくみで成り立っているこの年金制度の役割がますま

す重要になっています。

まず，加入手続きを

「年金なんて遠い将来のこと……凶と思っているみなさんも， や

がて必ずお年寄りになります。

年金は，加入しなければ受けられません。

長くなった第2の人生である老後をより豊かにするため， その時

になってあわてないよう， まず加入しましょう。

年金手帳は，豊かな老後へのパスポートです。

－保険年金課一

十
一
月
六
日
旧

十
一
月
十
三
日
脚

大
会
等

茶
会
十
一
月
三
日
㈱
煎
茶
（
中
央
公
民
館
）

十
一
月
六
日
⑧
抹
茶
（
中
央
公
民
館
）

川
柳
大
会

十
一
月
三
日
㈱
（
中
央
公
民
館
）

短
歌
会

十
一
月
十
三
日
日
（
中
央
公
民
館
）

菊
花
展
示
（
春
日
町
児
童
公
園
）

十
一
月
二
日
㈱
～
十
三
日
⑧

菊
花
盆
栽
展
示

ー

伊
藤
龍
馬
先
生
遺
作
（
ス
ケ
ッ
チ
）
展

長
い
間
、
市
報
に
作
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
故
伊
藤
龍
馬
先
生
の
ス
ケ

ッ
チ
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

十
一
月
三
日
㈱
～
六
日
⑧
（
文
化
会
館
）

来
年
の
一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で

す
。
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
か
た

が
た
に
対
し
て
祝
福
と
激
励
の
た
め
、

第
三
十
五
回
高
萩
市
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集

鰯交通事故のご相談はお気軽にどうぞ
○午前9時30分～午後4時40分（平日）

○土曜日は正午まで｡(第2，第3土曜日は休みます｡）

○弁護士相談日毎週水曜日午後1時～4時

〒310水戸市南町3－4-57水戸セントラルビル4階

水戸自動車保険請求相談センター

○壷0292 26-1693 (電話の相談もお受けします｡)

成
人
式
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
成
人
式
だ
け
で
な
く
、

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
か
た
が
た
が
楽
し

く
参
加
で
き
る
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

実
施
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
若
い
力
を
結
集
し
て
楽

し
い
成
人
式
を
行
う
た
め
の
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

名
称
第
三
十
五
回
高
萩
市
成
人
式

実
行
委
員
会

募
集
人
員
十
人

対
象
者
市
内
在
住
の
十
九
歳
か
ら
二

十
五
歳
の
か
た
（
十
月
一
日

』

違反建築なくして住みよい街づくり
ー

建築する時の手続

建築（新築，増築，改築，移転）する時は，県の建築主事の確認

を受けてから工事に着手しましょう。

工事の際には，必ず確認済の標示板を掲示しましょう。

建築物の敷地と道路

建築物の敷地は, 4.0m以上の道路に2.0m接続しなければ建築で

きません。

l.8m以上4.0m未満の道路の場合は，道路の中心線から2.0mを後

退しなければ門，へい等を含むすべての建築物は建築できません。

現
在
）

主
な
仕
事
第
三
十
五
回
高
萩
市
成
人

式
の
企
画
、
運
営
な
ど

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
十
月

二
十
日
㈱
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

壷
二
三
’
一
二
一
二

お
わ
び
と
訂
正

市
報
九
月
号
、
第
一
回
高
萩
市
少
年
水
泳
大

会
（
九
ペ
ー
ジ
）
の
中
で
、
小
五
女
子
平
泳
ぎ

の
優
勝
は
、
川
端
麻
紗
子
さ
ん
で
、
佐
伯
綾
子

さ
ん
は
二
位
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。坐

些

CZD 10月14日圏

全国一斉公開

建築パトロール

を実施します。

一一一

みなさんで協力して明るい街づく りに努めまし

※違反建築防止週間 10月11日㈹～17日(月）

西

ようc

増 F』
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弓日曜当番医弓

直＝

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
宇
佐
美
善
子
さ
ん
安
良
川

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
作
山
智
子
さ
ん
、
宇
佐
美
明
子
さ
ん
、

小
野
瀬
優
子
さ
ん
秋
山

千
円
社
会
福
祉
へ

○
安
東
纒
志
さ
ん
有
明
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

囮
寄
贈
・
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
大
森
博
之
さ
ん
下
手
綱

葦
岡
島

冒
冒
あ
り
が
と
う

新しい人生峠

行商や炭礦の勤めに通った道である。

人生峠と命名されたという峠も，今は，高速道路が横切っ

ていて，新しい人生峠として未来へ続いている。

高萩美術協会会員菊池 繁

（
）

｜
申
込
先
十
月
十
八
日
㈹
ま
で
に
教
育
申
込
先
十
月
十
二
日
㈱
か
ら
三
十
日
一

委
員
会
へ
側
ま
で
に
歴
史
民
俗
資
料
館
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
卜
峪
に
げ
他
に
い
」

盆
二
三
’
一
二
一
二

）

「
創
刊
刈
刺
引
列
１
１
１
‐

写
し
方
入
門
講
習
会
」

｜
ビ
デ
ォ
ヵ
メ
ラ
の
撮
影
や
作
品
製
作

一
の
基
本
を
習
得
す
る
「
ビ
ー
プ
ォ
ヵ
メ
ラ

｜
写
し
方
入
門
講
習
会
」
が
、
高
萩
市
・

一
北
茨
城
市
及
び
十
王
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

｜
ラ
リ
ー
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

｜
と
き
十
月
二
十
二
日
出
午
前
九
時

五
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

一
と
こ
ろ
市
立
図
書
館

一
講
師
県
視
聴
覚
教
育
指
導
員

田
中
鉱
一
郎
先
生

一
募
集
人
員
三
十
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
）

｜
参
加
料
無
料
（
昼
食
は
各
自
用
意
）

市立幼稚園の

園児募集

新
本
寄
贈
市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

○
渡
辺
栄
さ
ん
東
本
町
○
願
書
受
付

○
願
書
受
付

子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
※
い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
弧
計
い
く
巡
回
法
律
相
談

来
年
の
四
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
る
お
東
幼
稚
園

○
入
園
資
格
は
、
教
育
委
員
会
学
務
課
壷
二
三
’
一
専
門
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律
の
相

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
一
三
一
、
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
談
に
応
じ
ま
す
。

五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
と
き
十
一
月
一
日
㈹

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ｉ
ｉ
‐
‐
－
１
‐
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
‐
ｌ
‐
‐
！
‐
！
‐
‐
‐
１
Ｊ

「
少
一
恥
一
Ｆ
ｌ
１
Ｊ
Ｊ
，
、
・
弓
〃

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
午
前
十
鴎
力
ら
午
移
三
鴎

参
加
料

募
集
人
員

十
一
月
一
日
㈹
か
ら
十
一
月
十
日
㈱

ま
で
。
願
書
は
、
十
月
二
十
四
日
側
か

ら
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。
時
間
は

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

○
募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
百
六
十
人

秋
山
幼
稚
園
百
六
十
人

松
岡
幼
稚
園
八
十
人

縄文土器づくり参加渚募集

芸
術
の
秋
に
、
あ
な
た
も
一
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
一
春
日
町
二
’
一
三

ん

か

。

念

二

二

五六八三

ん
か
。
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

次
の
日
程
で
縄
文
土
器
の
形

づ
く
り
と
野
焼
き
を
行
い
ま

す
。と
き
十
一
月
十
三
日
㈲
、

１
１
ノ
、

十
二
月
四
日
旧

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

三
十
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
）

一
、
○
○
○
円
（
教
材
費
、
昼

食
代
等
）

■■■■■■■ ■■■■■■■■■_－－_－Ⅱ■■■■■■ q■■■■■■ q■■■■■■ q■■■■■■ ■■■■■■■ Ⅱ■■■■■■

9
一

舞
驚
蕊
蕊
灘
騨
騨
鐇
鏡
鐸
辮
癖
辮
識
鍵
癖
醗
辮
蝉
鱗
蕊
鑓
騨
鵜
錨
鐵
鍵
蝉
譲
蕊
鍾
識
鍵
謬

L1

①人口と
＝

鳶
舞
驚

カ
ド
ー

前月比

089(＋6）

297(＋7）

792(-1)

665(+12)

５
７
７
０

３
１
１
１

口
帯
男
女
人
世

》
驚
驚
驚
灘
蕊
蕊

市民センター

念22-5683
幻
一

(昭和63年9月1日現在）

灘蕊雛識灘鍛織麹溌鍵蕊繊#講蕊
域茸識騨

畿雛燕蕊蕊灘熱鰯

14テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です－

11月6日

11月13日

11月20日

11月27日

｜安良川宍戸医院

内出病院大和町
十王医院

飯島医院

樋渡医院

十王町’ 32-3266

大和町' 22-2235

大和町' 22-2202

23-2318

22－2137


